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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調が続いているものの、消費税率引上げに伴う

駆け込み需要の反動により、個人消費や設備投資などにおいて足踏みしている、あるいは弱い動きがみられており

ます。

サイバー・セキュリティ業界においては、スマートフォンやタブレットといったモバイル端末の普及が進む

中、このセキュリティ対策の導入が遅れている状況にあり、セキュリティ対策の必要性が高まっております。

また、米国では小売大手においてPOS端末がマルウェアに感染し、顧客のクレジットカード情報が漏洩するな

ど、PCやモバイル端末以外が狙われるケースが表面化しており、これらのセキュリティ対策が望まれております。

このような環境の中、当社の経営成績は以下のとおりとなりました。

セキュリティ・プロダクトにおいては、高度化・複雑化するセキュリティ・インシデントの発生を背景に、ユ

ーザーのセキュリティ意識の高まりの影響等から「FFR yarai」及び「FFR yarai脆弱性攻撃防御機能」が好調に推

移しました。

また、平成26年８月に「FFR yarai」シリーズのVersion2.5をリリースし、新たに「機械学習エンジン」を追加

しました。この「機械学習エンジン」は、マルウェアの検知ロジックを機械学習技術により導き出すもので、人間

では見出すことができない検知ロジックを発見することができ、マルウェアの検知率向上が図られました。

その結果、当第２四半期累計期間におけるセキュリティ・プロダクトの売上高は248,003千円となりました。

セキュリティ・サービスにおきましては、セキュリティ調査・分析・研究等、製品カスタマイズ、

PrimeAnalysisにて、計画外の案件が複数受注した結果、計画を上回って推移しました。

その結果、当第２四半期累計期間におけるセキュリティ・サービスの売上高は34,694千円となりました。

以上の結果、当第２四半期累計期間の経営成績は、売上高282,698千円、営業利益10,475千円、経常損失3,873

千円、四半期純損失2,957千円となりました。

 なお、当社の事業は、企業や官公庁を対象としており、多くの顧客の年度末である12月から３月にかけてセキュ

リティ・プロダクト及びセキュリティ・サービスの出荷又は検収が集中します。このため、当社の売上は12月から

３月にかけて集中する傾向があります。 

 

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況 

(資産) 

 当第２四半期会計期間末における流動資産は1,135,907千円となり、前事業年度末に比べ313,666千円増加いた

しました。この主な増加要因は、公募増資による収入183,742千円、売上債権の回収240,968千円等による現金及

び預金の増加552,680千円等であり、主な減少要因は売上債権の回収による売掛金の減少240,968千円、製品販売

による製品の減少6,834千円等であります。固定資産は106,043千円となり、前事業年度末に比べ6,076千円増加

いたしました。この主な増加要因は、販売用ソフトウェアの開発等による無形固定資産の増加7,945千円であり

ます。 

 以上の結果、総資産は1,241,950千円となり、前事業年度末に比べ319,743千円増加いたしました。 

(負債) 

 当第２四半期会計期間末における流動負債は381,706千円となり、前事業年度末に比べ132,822千円増加いたし

ました。この主な増加要因は、製品販売による前受収益の増加169,650千円、未払金の増加14,538千円等であ

り、主な減少要因は、法人税等の支払いによる未払法人税等の減少44,202千円等であります。固定負債は

207,697千円となり、前事業年度末に比べ3,118千円増加いたしました。この主な増加要因は、製品販売による長

期前受収益の増加3,063千円等であります。 

 以上の結果、負債合計は、589,403千円となり、前事業年度末に比べ135,940千円増加いたしました。 

(純資産) 

 当第２四半期会計期間末における純資産は652,546千円となり、前事業年度末に比べ183,802千円増加いたしま

した。増加要因は、公募増資による資本金及び資本準備金の増加186,760千円であり、減少要因は、四半期純損

失の計上による利益剰余金の減少2,957千円によるものであります。 
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② キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べて

552,680千円増加し、1,093,093千円となりました。 

 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、以下のとおりです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果取得した資金は、398,213千円となりました。主な増加要因は、売掛金回収による売上債権の

減少額240,968千円、製品販売に係る前受収益及び長期前受収益の増加額172,714千円等であり、主な減少要因

は、法人税等の支払額42,596千円、前払費用の増加額4,947千円等であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果支出した資金は、18,264千円となりました。これは、主に製品開発に係る無形固定資産の取得

による支出18,264千円であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果取得した資金は、172,732千円となりました。この増加要因は、公募増資による収入183,742千

円であり、減少要因は、株式公開費用の支出7,260千円及び長期借入金の返済による支出3,750千円によるもので

す。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成27年３月期において当社は次の３つの事項に取り組んでまいります。

 １つ目は新技術の研究開発です。当社では将来顕在化するであろう脅威に向けたシーズ型研究開発を行っており、

この研究成果を製品の機能強化及び新製品の開発に反映することで、顕在化した脅威に対応する製品又はサービスを

タイムリーに提供してまいります。 

 ２つ目はFFR yaraiの機能強化です。コンピュータ・システムを狙う脅威は多様化・複雑化が急速に進んでいま

す。当社ではこれらに対して常に有効にコンピュータ・システムを守る事ができるようFFR yaraiの機能強化に取り

組み、市場競争力の維持向上に取り組んでまいります。 

 ３つ目はコンシューマー市場への展開です。これまで当社は法人及び官公庁向けに製品及びサービスを提供してお

りましたが、「コンピュータ社会の健全な運営に寄与する」という経営理念の元、個人ユーザー向けに製品の提供を

開始する取り組みを進めてまいります。 

 以上より、平成27年３月期の業績予想は、売上高は863百万円（前年同期比30.8％増）、営業利益は207百万円（同

20.9％増）、経常利益は192百万円（同12.1％増）、当期純利益は119百万円（同3.2％増）を見込んでおります。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 540,412 1,093,093 

売掛金 257,797 16,828 

製品 6,834 - 

仕掛品 73 3,541 

前払費用 11,859 16,803 

繰延税金資産 4,366 5,561 

その他 895 78 

流動資産合計 822,240 1,135,907 

固定資産    

有形固定資産 23,130 21,377 

無形固定資産 44,477 52,423 

投資その他の資産 32,358 32,242 

固定資産合計 99,967 106,043 

資産合計 922,207 1,241,950 

負債の部    

流動負債    

買掛金 1,070 910 

1年内返済予定の長期借入金 3,750 - 

未払金 4,803 19,341 

未払費用 3,061 3,449 

未払法人税等 44,704 502 

未払消費税等 12,222 8,457 

預り金 3,540 3,663 

前受収益 175,730 345,381 

流動負債合計 248,884 381,706 

固定負債    

繰延税金負債 1,138 1,138 

資産除去債務 9,035 9,090 

長期前受収益 194,403 197,467 

固定負債合計 204,578 207,697 

負債合計 453,462 589,403 

純資産の部    

株主資本    

資本金 125,800 219,180 

資本剰余金 100,800 194,180 

利益剰余金 242,144 239,186 

株主資本合計 468,744 652,546 

純資産合計 468,744 652,546 

負債純資産合計 922,207 1,241,950 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

  （単位：千円） 

 
当第２四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

売上高 282,698 

売上原価 60,191 

売上総利益 222,506 

販売費及び一般管理費 212,030 

営業利益 10,475 

営業外収益  

受取利息 70 

受取手数料 77 

その他 1 

営業外収益合計 149 

営業外費用  

支払利息 11 

株式交付費 6,192 

株式公開費用 8,295 

営業外費用合計 14,499 

経常損失（△） △3,873 

税引前四半期純損失（△） △3,873 

法人税等 △915 

四半期純損失（△） △2,957 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

  （単位：千円） 

 
当第２四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純損失（△） △3,873 

減価償却費 12,071 

株式交付費 6,192 

株式公開費用 8,295 

受取利息 △70 

支払利息 11 

売上債権の増減額（△は増加） 240,968 

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,366 

未収入金の増減額（△は増加） 11 

仕入債務の増減額（△は減少） △160 

前払費用の増減額（△は増加） △4,947 

長期前払費用の増減額（△は増加） 116 

未払金の増減額（△は減少） 10,328 

未払費用の増減額（△は減少） 388 

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減

少） 
△1,440 

未払消費税等の増減額（△は減少） △3,765 

預り金の増減額（△は減少） 123 

前受収益の増減額（△は減少） 169,650 

長期前受収益の増減額（△は減少） 3,063 

その他 416 

小計 440,748 

利息の受取額 70 

利息の支払額 △8 

法人税等の支払額 △42,596 

営業活動によるキャッシュ・フロー 398,213 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

無形固定資産の取得による支出 △18,264 

投資活動によるキャッシュ・フロー △18,264 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入金の返済による支出 △3,750 

株式の発行による収入 183,742 

株式公開費用の支出 △7,260 

財務活動によるキャッシュ・フロー 172,732 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 552,680 

現金及び現金同等物の期首残高 540,412 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,093,093 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成26年９月30日付けで東京証券取引所マザーズに上場し、平成26年９月29日を払込期日とする一般募

集（ブックビルディングにより募集）による、新株式140,000株の発行を行いました。 

 その結果、当第２四半期累計期間において資本金及び資本剰余金がそれぞれ93,380千円増加し、当第２四半期会

計期間末において資本金が219,180千円、資本剰余金が194,180千円となっております。 

 

（セグメント情報等）

 当社は、サイバー・セキュリティ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（重要な後発事象）

１．第三者割当による新株の発行 

 当社は、平成26年８月25日開催の取締役会において、野村證券株式会社が行うオーバーアロットメントによ

る当社株式の売出し（貸株人から借入れる当社普通株式49,900株の売出し）に関連して、同社を割当先とする

第三者割当による新株式の発行を決議し、平成26年10月28日に払込みが完了いたしました。 

（１）発行株式の種類及び数       普通株式  49,900株 

（２）割当価格            １株につき 1,334円 

（３）資本組入額             １株につき   667円 

（４）割当価格の総額           66,566,600円 

（５）資本組入額の総額        33,283,300円 

（６）払込期日              平成26年10月28日 

（７）資金の使途           新技術の研究、既存製品のアップデート及び新製品の開発のため

の研究開発部門の人件費に充当する予定であります。

なお、具体的な充当時期までは、安全性の高い金融商品等で運用

する予定であります。

 

２．株式分割及び定款の一部変更 

 当社は、平成26年11月13日開催の取締役会において、以下のとおり、株式の分割及びそれに伴う定款の一部

変更を決議しました。 

(１)株式分割の目的

株式分割を行い投資単位当りの金額を引き下げることにより、一層投資しやすい環境を整え、投資家層

の更なる拡大を図ることを目的とするものです。

 

(２)株式分割の概要

① 株式分割の方法

 平成26年12月５日（金曜日）を基準日として、同日の最終の株主名簿に記録された株主が有する当社普

通株式１株につき、４株の割合をもって分割する。

 

② 分割により増加する株式数

イ．株式分割前の発行済株式総数 1,893,900株

ロ．今回の分割により増加する株式数 5,681,700株

ハ．株式分割後の発行済株式総数 7,575,600株

ニ．株式分割後の発行可能株式総数 24,000,000株

（注）上記の株式分割前の発行済株式総数は、平成26年11月13日時点のものです。
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③ 日程 

イ．基準日公告日 平成26年11月20日（木曜日）

ロ．基準日 平成26年12月５日（金曜日）

ハ．効力発生日 平成26年12月６日（土曜日）

 

④ その他 

イ．資本金の金額の変更

 今回の株式の分割に際して、資本金の額の増加はありません。

 

ロ．新株予約権の調整

 今回の株式分割に伴い、平成26年12月６日より新株予約権の１株当たりの行使価額を以下のとおり調

整いたします。

  調整前行使価額 調整後行使価額

第１回新株予約権 400円 100円

第２回新株予約権 400円 100円

第３回新株予約権 584円 146円

 

(３)定款の一部変更について

 今回の株式分割に伴い、会社法184条第２項の規定に基づき、平成26年12月６日（土曜日）をもって当社

定款の一部を変更し、発行可能株式総数を18,000,000株増加させ、24,000,000株とする予定です。

 

(４)１株当たり情報に及ぼす影響 

 今回の株式分割が当事業年度の期首に行われたと仮定した場合の１株当たり情報は以下のとおりとなりま

す。

 
当第２四半期累計期間

（自  平成26年４月１日
至  平成26年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △0円43銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 －

（注）当第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在す

るものの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。 
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